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はじめに

本日、コロナ禍で中断していたGKB48教育カンファレンスを４年ぶりに開催できること

を、うれしく思います。

学校広報ソーシャルメディア活用勉強会（通称 GKB48）は2011年に発生した東日本大震

災を契機に顔が見える関係を作っていくことの大切さに気付き、相互に情報の受発信の機

能に優れたソーシャルメディアを使った広報ができないかという勉強会の呼び掛けによっ

てスタートしました。

小・中・高・大や国公私立の区別なく、学校と社会の区別なく、それらの所属する組織を

離れてフラットに対話することを基本としました。リアルな勉強会とともにFacebookに非

公開のグループを作って参加者を募ったところ、当時のブームに乗ったということもあり

ましたが、会員数が一気に増え、毎日、教育をめぐるディスカッションが行われました。

また、SNSの運用ガイドライン作成や炎上対策などの実務上のアドバイスも盛んに行われま

した。肩書に関係なく「さん付け」で呼ぶことにしています（さん付けルール）。これが

GKBのオープンな雰囲気を作りました。

クローズドな勉強会でしたが、もっと開かれた形で、教育の現場で改革の最前線に立って

活躍するイノベーターの話をみんなで聞いてみたいというアイデアが出て、最初の勉強会

から一年後に「GKB48教育カンファレンス」になりました。１テーマでプレゼンテーショ

ン・パフォーマンスするTED形式のカンファレンスです。とにかく、メンバーが話を聞き

たい人や活動を発掘してきて、登壇してもらいました。運営はみんながボランティアで行

っています。このやり方はその後も続いています。

今回はコロナ５類移行が５月ということもあり、準備に十分な時間が割けませんでした。

にもかかわらず、多くの方の協力によって開催に漕ぎつけました。本当に、協力いただい

ている皆さんに心から感謝申し上げます。

さて、8回目となる今回のテーマは世相を反映して『どうなる日本？どうする教育？』と

しましたが、それでは漠然としているので「探究と高大社連携の可能性」というサブテー

マを設けました。「探究」「研究」を軸に初等・中等・高等教育が「連携」して何かを生

み出せないかということを参加者と考えてみたいと考えています。今回はコロナ禍があっ

たことで進展したオンライン教育の成果を問う意味でも会場とオンラインをZoomで結び、

6人の登壇者の話を聞いた後に、対話セッションをグループ別にハイブリッドで行うという

チャレンジングな試みをします。

カンファレンスを通じてGKBならではの共感が生まれ、セッションの合間や最後の懇親

会でコラボレーションが生まれることを期待しています。

どうぞ、最後までお楽しみください。

学校広報ソーシャルメディア活用勉強会
事務局長（発起人） 山下 研一
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プログラム
全体司会 学校法人聖学院 広報センター 萩野紀之 さん

開会挨拶 10:30～10:40
ＧＫＢ４８事務局長・株式会社シンクアップ専務取締役

特定非営利活動法人マナビバ理事長 山下研一 さん

プレゼン１ 10:40～11:05
「教育機関とＡＩ その付き合い方は? 」
一般社団法人ファーストスタープロジェクツ 理事長 渡邉純一 さん

プレゼン２ 11:05～11:30
「ＡＩとこれからの教育」
青山学院中等部 情報担当講師

スタディサプリ情報Ⅰ講師           安藤昇 さん

プレゼン３ 11:30～11:55

「新時代の高校教育と地域みらい留学
～宮崎県立飯野高等学校の挑戦」

宮崎県立飯野高等学校 指導教諭

宮崎県スーパーティーチャー 梅北瑞輝 さん

プレゼン４ 11:55～12:20
「アメリカの大学の現在：カリフォルニアの事例報告」
埼玉大学 人文社会科学研究科・教養学部 准教授 長沢誠 さん

プレゼンテーション午前の部 10：30～12：30

プレゼン５ 13:30～13:55

「デジタル変革はトラ 。住民の笑顔のために。
～今こそ必要な大人の学び直し：リスキリング」

内閣府クールジャパン プロデューサー

日本薬科大学 特別招聘教授 陳内裕樹 さん

プレゼン６ 13:55～14:20

「新たな教育振興基本計画から考える
～これからの日本の教育とウェルビーイング」

京都大学 企画部長 兼 プロボストオフィス室長

前 文部科学省 総合政策局政策課 教育企画調整官 川村匡さん

紹介 14:20～14:45 協賛企業・参加者紹介

プレゼンテーション午後の部 13：30～14：45

SESSION1

SESSION2

ワークショップ 15：00～17：30SESSION3

ワークショップ 15:00～17:20

「対話型ワークショップ：
オープンスペーステクノロジーで語ろう」

ファシリテーター  明治大学名誉教授

 サービス創新研究所所長 阪井和男 さん

閉会挨拶
事務連絡 17:20～17:30 一般社団法人ファーストスタープロジェクツ 理事長 渡邉純一 さん他
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登壇者紹介

開会挨拶

山下研一

GKB48事務局長・株式会社シンクアップ専務取締役

特定非営利活動法人マナビバ理事長

Profile
1954年、鹿児島井生まれ。東京大学農学部農業生物学科卒業。企画会社「クリエイトハウス」経営を経て、1997年か
ら学校法人聖学院に勤務。広報センター所長、聖学院大学広報局長、聖学院評議員などを務め、2017年に退職。
AIの動向から統計教育とデータサイエンス教育の重要性にいち早く着目し、「新しい構想に基づく大学の創設」を目的
に株式会社シンクアップを共同創業。学校広報のコンサルテーションを基盤にしながら、ディープラーニングの先にある
新たな学問の可能性を大学との共同のプロジェクトの中で目指している。
「えいご村」キャンプを開催する特定非営利活動法人マナビバ理事長も務める。
学校広報ソーシャルメディア活用勉強会GKB48発起人。

プレゼンテーション１

「教育機関とAI その付き合い方は? 」

生成AI（ChatGPTなど）発表されて以来「教育の世界でどのようにAIを利
用していくのか」という話題が後を立ちません。しかし、生成AIだけでなく、
さまざまなAI技術は、まだまだ発展途上であり、今後どのように進化してい
くかは未知の部分が多すぎると感じています。
そこで今回は、未来のAIの姿をアニメで表し、そのAIを具体化するにはど
んな環境が必要となるのか、さらには、もしその環境が実現したら、教育機
関にどんな影響をもたらし、変化が生まれるかを想像してみます。そして、
その影響を受けた人はどう変容していくのかについても、一つの夢として
語ってみたいと思います。

渡邉純一

一般社団法人
ファーストスタープロジェクツ
 理事長

Profile
1977年中央大学理工学部卒業。同年、中央大学へ入職。電子計算機センター（1992年にイリノイ大学客員研究員）、
広報課、学生相談室、情報環境整備センターに勤務。その間に、大学公式Webサイト制作、教養TV番組『知の回廊』制
作プロデュース、教育機関のICT環境構築（White Gateプロジェクト設立）を経て、2017年2月一般社団法人ファー
ストスタープロジェクツを設立、理事長に就任。同年4月からサービス創新研究所客員研究員。

プレゼンテーション午前の部 10：30～12：30SESSION1
（敬称略）
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プレゼンテーション２

「AIとこれからの教育」

安藤 昇

青山学院中等部 情報担当講師
スタディサプリ情報Ⅰ講師
Microsoft Innovative Educator 
Fellow2022-23

Profile
1968年栃木県生まれ。日本大学理工学部物理学科卒。AIを活用した教育の第一人者であり、多くの学校にてGIGA
スクール導入マネージメントを担っている。最新テクノロジーを活用した教育への貢献が国内外に大きく評価され、
2017年・2018年にはMicrosoft Innovative Educator ExpertsのMVPを受賞。現在は、プライベートスタジオ
を持ち、映像授業のクリエイターとしても活動し、2023年よりスタディサプリ講師として2025年大学入学共通テスト
必履修科目「情報Ⅰ」講座を担当中。

プレゼンテーション３

「新時代の高校教育と地域みらい留学 

～宮崎県立飯野高等学校の挑戦」

宮崎県立飯野高等学校では、文科省の「新時代に対応した高等学校改革
推進事業」の指定校として、革新的な教育の実践・研究を行っています。
生徒の個々の能力と興味に合わせた多様な学習プログラムを提供しており、
生徒たちが自らのアイデアや創造力を最大限に発揮できる環境を地域との
協働により実現している高校です。
全国から生徒を募集する「地域みらい留学」も行っており創造的な思考力
と社会的な責任感を育む場として、地域社会からも高い評価を受けていま
す。

梅北瑞輝

宮崎県立飯野高等学校
指導教諭

宮崎県スーパーティーチャー

Profile
1978年えびの市飯野生まれ。2001年より宮崎県立高等学校教諭を務め、2008年、飯野高等学校に着任。
現在は指導教諭（進路指導部長、キャリア教育推進リーダー）を務める。宮崎県からスーパーティーチャーの委嘱を受
け、県内外で講師やアドバイザーを務めている。文部科学省の普通科教育改革・WWL連携の事業事務部長、地域み
らい留学推進協議会理事、全国高校生マイプロジェクト宮崎事務局長などを務める。担当科目は地歴公民（日本史）。

OpenAIが開発したAIチャットツールChatGPT。

日本で初めて授業に導入し、それが生徒の評価方法を大きく変え

た実践事例を紹介します。
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プレゼンテーション４

「アメリカの大学の現在：カリフォルニアの事例報告」

これまでコロナ禍におけるアメリカの大学を研究してきた登壇者が、長期在
外研修のため滞在しているカリフォルニアから、同地域の大学の現状を伝
えます。アメリカの大学がコロナ禍で受けた影響は、必ずしも日本と同じで
はありません。
コロナ禍を経て、現地の大学で実践されている「ニューノーマル」とは何
か？ Chat GPTにみられる最新の技術革新は、教育・研究・大学運営にど
のような影響を及ぼしており、これからどうなっていくのか？ さらに、コロナ
禍に影響された期間中、志願者の進学意識や在学生の行動様式にどのよ
うな変化があったのか？
カリフォルニアの事例をもとに、日本の大学関係者に情報提供したいと思
います。

長沢 誠

埼玉大学
人文社会科学研究科・教養学部
准教授

Profile
1976年生まれ。南カリフォルニア大学大学院修了。ニューヨーク州立大学博士課程単位取得満期退学。明治大学国
際教育研究所研究員などを経て、2013年より現職。専門は大学国際化、高等教育論。主な著書として『パンデミックと
アメリカの大学』（東信堂、共著、2023年予定）、「COVID-19がアメリカの大学にもたらした影響」（2020年、『東京
大学大学院教育学研究科紀要』所収）など。

プレゼンテーション５

「デジタル変革はトラ。住民の笑顔のために。

～今こそ必要な大人の学び直し：リスキリング」

デジタル変革（DX）の言葉が一般化してきましたが、単なるデジタル化と混
同して捉えられがちなことが多く課題だと感じています。人々のWell-
being（幸せ）のため、ありたい姿を定義し、そのためには道具としてのデジ
タルを空気のように地域やビジネス、学校教育、広報のあり方等に”溶け込
ませる”努力が求められます。
そのためには関係者それぞれ変化し続ける勇気と、DXの主人公はあなた
である ”自分ごと”を進めることが急務であり、特に管理者層の意識改革が
求められます。
このセッションでは、DX推進のツボを行政事例を交えてお話します。

陳内裕樹

内閣府クールジャパン
プロデューサー
日本薬科大学 特別招聘教授

Profile
コミュニティデザイナー。大手旅行会社にて市場開発、コンテンツ開発業務を歴任後、内閣府クールジャパン地域プロ
デューサーとして中央省庁、地方公共団体等のデジタル変革を通じた地方創生とデジタル田園都市国家構想の推進を
支援。その他、東北芸術工科大学 客員教授、早稲田大学招聘研究員、自治体国際化協会プロモーションアドバイ
ザー、北海道から沖縄まで多くの自治体首長の政策顧問・アドバイザーを務める。

プレゼンテーション午後の部 13：30～14：45SESSION2
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プレゼンテーション６

「新たな教育振興基本計画から考える

～これからの日本の教育とウェルビーイング」

2023年6月に国の新たな教育振興基本計画が策定されました。第４期と
なる今回の計画は、コロナ禍を経て、これから５年間の教育政策の方向性
と具体的施策を定めるものです。
今回の計画のコンセプトは「持続可能な社会の創り手の育成」と「日本社会
に根差したウェルビーイングの向上」。地球規模の課題や少子化の進行、グ
ローバル化や格差拡大が生じる中で、私たちはどのような教育の在り様を
目指すべきでしょうか。
今回の計画でキーワードとなったウェルビーイングの概念も交えつつ、国が
目指す教育のビジョンをお話しします。さまざまな立場から議論し、対話を
進めるための契機としていただきたいと思います。川村 匡

京都大学 企画部長 
兼 プロボストオフィス室長

前 文部科学省総合政策局
政策課 教育企画調整官

Profile
1978年、高知県生まれ。2003年、文部科学省入省。高等教育局、初等中等教育局、生涯学習政策局、大臣官房総務
課広報室を経て、京都工芸繊維大学に出向。その後、文部科学省高等教育局、文化庁を経て、2022年より総合教育
政策局政策課にて、新たな教育振興基本計画の策定に携わる。2023年7月より現職。

ワークショップ

「対話型ワークショップ：

オープンスペーステクノロジーで語ろう」

参加者がプレゼンテーション等のテーマに関連し、グループディスカッション
をします。GKB48ならではの、学校・企業のフラットな出会いと気づきの場
です。
「オープンスペーステクノロジー」の対話の方式を利用して実施、
会場・オンライン、いずれからでも参加できます。

※P8より、2019年、GKB教育カンファレンスで実施した際の
資料を抜粋して掲載しました。今回は会場・オンライン参加者と一緒に行う
形式になりますが、参考にしてください。

ファシリテーター

阪井和男

明治大学名誉教授
サービス創新研究所所長

Profile
1952年和歌山市生まれ。1977年東京理科大学理学部物理学科卒。1979年同大学院理学研究科修士課程物理学
専攻修了、1985年同博士課程退学（6年間在籍）。1987年理学博士（論文）。SEやライター等を経て1990年明治大
学法学部専任講師。1993年助教授、1998年教授、2023年名誉教授。情報コミュニケーション学会顧問等。

ワークショップ 15：00～17：30SESSION3
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GKB48活動概要
学校広報ソーシャルメディア活用勉強会（通称 GKB48またはGKB)の設立は2011年8月。これまでの
歩みをご紹介します。

年度 月日 活 動

2011 8/26･27 第1回勉強会（埼玉・大宮ソニックシティ）

「それぞれの現場におけるソーシャルメディアとの関わり、現状の問題点、可能性について」

※同一内容を2日開催（参加者 計30名程度）

8/29 Facebook上に、グループ（非公開）開設

9/27 第2回勉強会（東京・日本教育大学院大学）

「ソーシャル化するとは何か～ステークホルダー別ソーシャルメディア活用法」

11/25 第3回勉強会（大阪・追手門学院 大阪城スクエア）

「これからのSNSの活用方法とOGPについて」

12/4 第4回勉強会（愛知・株式会社進研アド 中部支社）

「それぞれのソーシャルメディアとの今までの関わり方」 ※2011年度勉強会は他2回開催

1/15 GKB会員：300名

2012 6/16-17 遠野勉強会「災害時における大学間連携」（岩手・たかむろ水光園）
※東日本大震災被災地（釜石市、大槌町）視察、岩手県立大学見学も行った。
2012年度勉強会は、他３回開催

8/9 公式サイト開設 gkb48.com

8/23 第1回教育カンファレンス「これからの『教育』の話をしよう～教育改革×ソーシャルの力～」

東京会場：大日本印刷株式会社 DNP五反田ビル

大阪会場：追手門学院 大阪城スクエア ※大阪会場は、Ustreamにて中継

10/23-25 韓国視察「e-Learning事情現地調査」（韓国・ソウル）

3/22 文部科学省主催「大学等広報ネットワークフォーラム」 （会場：文部科学省）

※全国の大学広報担当者を対象として開催。大学の取り組み事例発表、ワークショップ、懇親会

等が実施され、多くのGKB会員が参加した。

2013 5/31 GKB書籍第1冊発行

『これからの「教育」の話をしよう～教育改革×ソーシャル力～』（発行：(株）インプレスR&D）

6/7 GKBのTwitterアカウント開設 @GKB48Tweet

7/12 勉強会（大阪・龍谷大学 大阪梅田キャンパス）
「学生広報最前線！学生は「使う」もんじゃなく、一緒に「走る」仲間です。」他
※2013年度勉強会は、他3回開催。

9/4 GKB会員：1,000名突破

9/10 第2回教育カンファレンス「つながる教育、つなげる未来～教育改革×ソーシャルの力～」

東京会場：株式会社内田洋行 東京 ユビキタス協創広場 CANVAS

大阪会場：株式会社進研アド 大阪支社 ※大阪会場は、東京会場をライブ中継

2014 5/16 勉強会（埼玉・大宮ソニックシティ）
「2014年のソーシャル、そしてこれから
－半歩先の学校広報を多面的に（みんなの知恵で）考える－」

8/28 第3回教育カンファレンス「広がるつながり 広げる教育」

東京会場：株式会社朝日ネット 歌舞伎座セミナールーム

京都会場：京都工芸繊維大学60周年記念館大セミナー室

※東京会場および京都会場をそれぞれ中継。
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年度 月日 活 動

2014 8/29 GKB書籍第2冊発行

『つながる教育、つなげる未来～教育改革×ソーシャルの力』（発行：GKBパブリッシング）

2015 7/9 大学ポートレート勉強会（東京・明治大学） ※2015年度勉強会は他1回開催

2016 8/29 第4回教育カンファレンス「共感からコラボレーションへの飛躍

──10年後の教育環境をイメージして──」

会場：株式会社内田洋行 東京ユビキタス協創広場CANVAS

3/17 GKB書籍第3冊発行

『これからの「教育」の話をしよう2～教育改革×ICT力』（発行：(株）インプレスR&D）

2017 4/21 GKB書籍第4冊発行

『これからの「教育」の話をしよう3～教育改革×未来の教室』

（発行：株式会社インプレスR&D）

8/29 第5回教育カンファレンス「教育改革を越えて 次のステージへ」

──Beyond the Education Reform, Step up to the Next Stage.

会場：株式会社内田洋行 東京ユビキタス協創広場CANVAS

12/14 学校広報スキルアップセミナー第1回（東京・立命館東京キャンパス）

「マスメディアが取り上げたい大学広報の話題」 ※2017年度セミナーは他３回開催。

2018 6/19 大学広報セミナー&ワールド・カフェ（東京・インプレスグループ セミナールーム）
「定員超過抑制の影響と今後の学生募集について」 ※2018年度セミナーは他5回開催

7/20 GKB書籍第5冊発行

『これからの「教育」の話をしよう4～教育改革×大学広報力』（発行：(株）インプレスR&D）

8/24 第6回教育カンファレンス「教育改革と動き始めた教育の現場」（東京・明治大学 紫紺館）

2019 4/15 勉強会（埼玉・大宮ソニックシティ）
「新しい大学教育の仕組み、専門職大学を知るための進路勉強会」
※2019年度勉強会は他１回開催

8/20 第7回教育カンファレンス「2020年ターニングポイントの先の教育」

会場：株式会社内田洋行 東京ユビキタス協創広場CANVAS

11/22 GKB会員：2,000名突破

11/26-28 QS APPLE 2019にて、GKBのブース出展（福岡・福岡国際会議場）

2020 12/18 GKB書籍第7冊発行

『これからの「教育」の話をしよう6～教育改革×コロナ共生時代』

（発行：(株）インプレスR&D）

3/14 創立10周年記念 大学広報オンラインセミナー第1回

「コロナ共生時代の大学広報を考える」

3/25 GKB書籍第8冊発行

『これからの「教育」の話をしよう7～動き出した日本の教育』（発行：(株）インプレスR&D）

2021 4/26 創立10周年記念 大学広報オンラインセミナー第２回

「大学広報の基本」 ※2021年度はオンラインセミナーを他３回開催

2022 7/14 勉強会第1回「大学定員超過抑制策の転換の影響と今後の学生募集」（東京・成城大学）

※2022年度勉強会は、小規模人数で対面式とし、他2回開催

2023 7/28 GKB書籍第9冊発行

『これからの「教育」の話をしよう8～進む高・大・社連携』 （発行：(株）インプレス）

8/27 第8回教育カンファレンス

「どうなる日本、どうする教育～探究と高大社連携の可能性」

（東京・明治大学アカデミーコモン） ※ハイブリッド方式で開催
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学校広報ソーシャルメディア活⽤勉強会�編

学校広報ソーシャルメディア勉強会（通称GKB48）では、教育カンファレンスの採録や

教育関係者へのインタビューを載せた書籍をインプレスグループより８冊発⾏してきまし

た。執筆者は100名以上に上ります。学校広報はもちろん、最新の教育のトレンドが分か

る本となっております。

発⾏⽇  2023年8⽉27⽇
編集   学校広報ソーシャルメディア活⽤勉強会�事務局
      神奈川県座間市東原４−１２−４５
      株式会社シンクアップ 内
編集協⼒ 株式会社QG

第8回
GKB48教育カンファレンス
プログラム

GKB48書籍シリーズ
好評発売中！

【�場�別価�】
   ��� 2,400円（��）

※⼩売希�価� 
 ��� 2,640円（��）
 電�� 2,200円（��）
 

最新刊 2023年7⽉28⽇発売

カンファレンス会場では、特別価格に
て販売します。
Amazonや⼀般書店のほか、GKBブッ
クストアでもご購⼊できます。
https://gkb48books.stores.jp/


